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歴
史
を
感
じ
な
が
ら
歩
い
て
み
よ
う
 

ぐ
る
り
二
ツ
井
ま
ち
あ
る
き
 

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
 

　
今
回
は
高
岩
山
を
歩
き
、
高
岩

神
社
を
目
指
し
ま
す
。
下
山
後
、

ゆ
っ
ち
ゃ
ん
で
入
浴
し
、
午
後
か

ら
は
、
昭
和
40
年
代
の
二
ツ
井
商

店
街
の
地
図
を
見
な
が
ら
ま
ち
を

散
策
し
ま
す
。 

日
時
　
10
月
５
日
（土）  

　
　
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
３
時 

集
合
場
所
　
ゆ
っ
ち
ゃ
ん 

対
象
　
山
登
り
で
き
る
方 

募
集
人
数
　
15
人
（
先
着
） 

費
用
　
１
５
０
０
円 

（
昼
食
、
入
浴
、
保
険
料
） 

申
し
込
み
　
10
月
２
日
（水）
午
後
３

時
ま
で
電
話
で 

問
合
せ
　
二
ツ
井
町
観
光
協
会 

1
73
・
５
０
７
５ 

 

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
七
座
山
周
辺
を
歩
く
 

秋
田
白
神
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
 

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
 

　
今
回
は
「
県
北
の
母
な
る
川
・

米
代
川
と
七
座
山
」
を
テ
ー
マ
に

七
座
山
周
辺
を
歩
き
ま
す
。 

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

は
２
本
の
ポ
ー
ル
使
っ
て
歩
く
た

め
、
膝
や
腰
へ
の
負
担
も
少
な
く
、

誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。 

日
時
　
10
月
13
日
（日） 

　
　
　
午
前
９
時
15
分
〜
正
午 

集
合
場
所
　
道
の
駅
ふ
た
つ
い 

　
受
付
　
午
前
８
時
〜
８
時
30
分 

コ
ー
ス
　
８
km
・
12 
km 

対
象
　
身
長
１
３
０
cm
以
上
の
方 

（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
） 

専
用
ポ
ー
ル
に
つ
い
て
　
お
持
ち

で
な
い
方
に
は
無
料
で
貸
し
出

し
ま
す
。
申
込
時
に
お
伝
え
く

だ
さ
い
。 

費
用
　
１
０
０
０
円 

（
小
学
生
５
０
０
円
） 

申
し
込
み
　
10
月
４
日
（金）
ま
で
に

電
話
ま
た
は
直
接 

問
合
せ
　
能
代
観
光
協
会 

1
88
・
８
８
０
２  

 

 持
続
可
能
な
街
！
 

の
し
ろ
創
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
 

開
催
し
ま
す
 

　
先
進
事
例
を
参
考
に
、
能
代
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。 

期
日
　
10
月
17
日
（木） 

場
所
　
能
代
市
文
化
会
館 

【
基
調
講
演
】 

（
午
後
２
時
10
分
〜
３
時
10
分
） 

演
題
　
相
互
扶
助
と
自
治
創
生
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て 

講
師
　
北
海
道
ニ
セ
コ
町
長 

片
山
健
也
さ
ん 

  

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】 

（
午
後
３
時
10
分
〜
４
時
15
分
） 

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
　
（株）
ま
ち
づ

く
り
観
光
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役 

か
と
う
け
い
こ
さ
ん 

ゲ
ス
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

　
ニ
セ
コ
町
長
　
片
山
健
也
さ
ん 

活
動
報
告
　
ミ
ナ
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ

ー
代
表 

湊 

哲
一
さ
ん
／
能
代
市

民
俗
芸
能
連
合
会 

保
坂
智
之
さ

ん
／
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ち
ゅ
ち
ゅ

代
表 

田
中
真
理
子
さ
ん
／
北
羽

新
報
社
記
者 

渡
部
祐
木
子
さ
ん 

問
合
せ
　
創
生
Ｃ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｅ 

　
（
勇
気
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

1
０
９
０
・
２
２
７
９
・
４
４
９
２ 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
 

ア
リ
ナ
ス
を
修
繕
の
た
め
 

臨
時
休
業
し
ま
す
 

　
能
代
山
本
ス
ポ
ー
ツ
リ
ゾ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
ア
リ
ナ
ス
の
館
内
電
気

設
備
お
よ
び
ポ
ン
プ
の
修
繕
の
た

め
、
次
の
と
お
り
休
業
し
ま
す
。 

温
泉
お
よ
び
宿
泊
設
備 

　
　
10
月
７
日
（月）
〜
９
日
（水） 

温
水
プ
ー
ル
設
備 

　
　
10
月
７
日
（月）
〜
11
日
（金） 

全
館
休
業 

　
　
10
月
８
日
（火）
〜
９
日
（水） 

問
合
せ
　
ア
リ
ナ
ス 

1
54
・
９
２
０
０ 

　不正軽油とは、軽油に灯油や重油を混ぜるなど

して不正に製造された燃料のことです。不正軽油

の製造や使用は軽油引取税の脱税や環境汚染にも

つながる非常に悪質な行為です。 

　秋田県では、10月を不正軽油一掃強化月間とし、

事業所などへの立ち入りや、自動車の燃料の抜き

取りなどによる不正軽油の調査を強化しています。

職員が調査に伺った際は、ご協力をお願いします。 

問合せ　県税務課1018-860-1124

秋田県不正軽油対策協議会 
不正軽油撲滅キャラクター 

「ダメダッチ」 

10月は不正軽油一掃強化月間です 

不正軽油は犯罪です 

売らない
！ 

　 買わ
ない！ 

　　　使
わない！

 

　稲わら焼きは、県条例により原則禁止されてい

ます。例年、特に稲わら焼きが多い10月１日（火）～

11月10日（日）までの間は全面的に禁止されています。 

 稲わら焼きは、煙による視界不良で重大な交通事

故を引き起こす原因ともなります。 

　また、目や喉を痛め、特に体の弱い方や病気の方

に被害が及ぶことがあります。 

　刈り取った稲わらは、水田にすき込んだり、堆肥

として活用するなど、有効に活用してください。 

　市には、近所でごみなどを焼いているとの連絡

が多く寄せられます。簡易な焼却設備（ドラム缶な

ど）でごみを焼却することは禁止されています。 

　家庭で焼却することは、ダイオキシンなどの有

害物質を発生させるほか、煙や臭いなどは周囲の

迷惑となりますので絶対にやめましょう。 

間もなく稲刈りの時期を迎えます 

稲わらを焼くのはやめましょう 

問合せ　環境衛生課189-2173


